
ヘンリー･ジェイムズの小説観についての一考察

『黄金の杯』を手がかりに

田辺千景

ヘンリー･ジェイムズ最晩年の作品､F黄金の杯jは非常に長い小説であるが､

事件らしい事件は少ない｡二組の結婚と一つの姦通という事件しかないこの小説が､

こんなにも長くなってしまう原因は､今日までこの作品が様々な批評の場に引き出

されている原因と一致するかもしれない｡それはすなわちヘンリ｢･ジェイムズ特

有の曖昧な描写､どうとでもとれるような表現が､語句のレベルのみならず､出来

事や､登場人物の感情など､小説を構成する全ての要素に用いられているからであ

り､そのため描写は長くなり､また読み手も幾通りもの解釈を措きつつ小説を読み

進めることになる｡この作品についての数え切れない多くの先行研究を振り返って

みても､後期の特徴的複雑な文体を論じた研究や､マギーという主人公のアクショ

ンに注目してヘンリー･ジェイムズの女性像やモラリティーをはかる試金石として

論じた研究や､アメリカ人､大富豪､アダムという象徴的な名前､に注目して､ヘ

ンリー･ジェイムズの｢帝国主義｣を研究している批評もある｡あるいは､父一娘

という｢母｣の欠落に注目して､精神分析あるいはジェンダーの見地からこの小説

を論じる批評もある｡またタイトルF黄金の杯j にも端的に現れているように､

｢金｣についての描写が多いこの作品を消費経済とからめて論じた研究などは近年

特に興味深い批評が展開されている｡このようにこの作品からは汲めども尽きぬ泉

のように､あとからあとから疑問や謎が湧いてくるのである｡

しかしながら､もちろん､曖昧さや複雑さは､ジェイムズの場合この作品固有の

問題ではない｡それら､すなわち曖昧さや複雑さがもたらすもの､について考える

にあたり､実はこの作品こそが重要であると考えられるのである｡その理由はヘン

リー･ジェイムズ白身がこの作品を｢再読｣して､そこから得た印象を書くことか
ら始まるこの作品の｢前書き｣に見いだせる｡

AmongmanymatterSthrownintoreliefbyarefreshedacquaintancewith77teGolden

BowLwhatperhapsmoststandsoutfbrmeisthestillmarkedinveteracyofacertain

indirectandobliqueviewofmypresentedaction;unlessindeedImakeupmymind

tocallthismodeoftreatment,Onthecontrary,anySuperficialappearancenotwith-

Standing,theverystraightestandclosestpossible‥･throughtheopportunityandthe

SenSibilityofsomemoreorlessdetached,SOmenOtStrictlyinvoIved,thoughthoroughly
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interestedandintelligent,Witness orreporter,SOmeperSOnWho contributestothe

asemain1yacertainamountofcriticismandinterpretationQfit･1

ヘンリー･ジェイムズ自身がF黄金の杯jを読み直して確認したのは､この作品

に｢或間接的な遠回しの見方が相変わらず根強いということ｣だと書かれているが､

この間接的な遠回しの見方はまた｢このうえなく密着した直接的な方法｣とも表現

されることになる｡｢どの程度か事件から離れていて､厳密にそれに巻き込まれな

いある人､それでいて強い感心を持ち､理解力も備え､事件に対して或程度の批評

と解釈を与えるような証人あるいは報告者｣が措く小説であるため､私達は｢鏡に

映った像をみるような｣状態になり､果たして実像と虚像の区別がつかなくなり困

惑するのである｡このような手法はこの作品に限った問題ではないが､ヘンリー･

ジェイムズはこの作品の再読を通じて､この方法が｢小説制作上の貢献･･･すな

わち多様性への訴え､量り知れなさに対する訴え｣の点で有益であったと断言する

のである｡2 そこで本論では､一見他の作品と同じように思われる｢曖昧｣や｢間

接性｣にまつわる問題が､この作品では特に何か小説の｢多様性｣や｢量り知れな

いこ･と｣につながるのだということを､確認していくことになるだろう｡

この作品のもうひとつの問題は｢無知｣あるいは｢無垢｣から｢知｣に至る主人

公の措かれ方にある｡このパターン､すなわち主人公が無知から知に目覚める過程

は､ヘンリー･ジェイムズの得意とするところであり､いわゆる後期三部作のスト

レーザーやミリー､また『ある夫人の肖像』のイザベルや｢密林の野獣｣のマー

チャーなど､枚挙に暇がない｡しかし､F黄金の杯｣とは異なり､これらの作品で

は主人公が｢知｣に目覚めたのち､アクションをおこさない｡彼らは｢知｣に目覚

めたまま運命を受け入れ､小説が終わってしまう｡その結果ミリーのように間疲的

に影響を与えることはあっても､ヘンリー･ジェイムズ作品では､無知から知に至

ることは､主人公の内面の変化を生じはするが､主人公の外的変化には結びつかな

いこと(あるいはその段階で小説が終わってしまうこと)が多い｡ところがこのF黄

金の杯』は､マギーが知に目覚めたのち､何をどうしたかが(正確には何をどうし

なかったか､になるのだが)小説の重要なテーマになっている｡;こにヘンリー･

ジェイムズ作品の中における F黄金の杯』の固有の価値を見いだし､本論はまずこ

こを手がかりにこの小説を読み直してみてはどうかと考えた｡

1 マギーのしたこと

それでは､姦通を推察し､無知から知に目覚めたマギーがしたことから確認して

いきたい｡Book2に入り､疑うことを初めて知った(つまり知に目覚めかけた)マ

ギーがまず始めたことは､｢配置｣arran苧ementである0姦通を認知してはいないが

不安という形で感知しセいるマギ⊥は､まさに姦通を終えて帰ってくる夫を待ちな

がら何をしたらいいのかわからない｡しかし彼女が選んだのは自分の場所を決める

ことで､アメリ■-ゴの場所を決めることであった｡
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Fbrithadbeenastep,disthctly,OnMaggie'spart,herdecidingtodosomethingjust

thenandthere[PortlahdPlace]whichwouldstrikeAmerigoasunusual,andthiseven

thoughherdeparturefromcustomhadmerelyconsistedinherso'arrangingthathe

WOuldn't丘ndher,aShewouldde丘nitelyexpecttodo,inEatonSquare.(II,9)3

イートンスクエアに留まらないで､馬車に乗ってポートランドプレイスに帰るこ

とにより､アメリーゴの帰る場所を決定する､という物理的な｢配置｣がやがて人

間関係を変えていくことになる｡この後もマギーは積極的に配置をする｡それまで

興味を示さなかったパーティーを自ら計画しポートランドプレイスに全員(姦通の

原因を引き起こしたキャステルディーン夫人までも)呼び集めたり､自らはシャー

ロットとロンドンに留まって､アダムとアメリーゴをヨーロッパ旅行に行かせよう

としたり､ロンドンを離れて別荘で暮らすことを提案したり､アメリーゴとシャー

ロットの密通の鍵となる｢黄金の杯｣を見せるためにアシンガム夫人を自室に呼び

つけたり､最終的にはアダム､シャーロットはアメリカに､自分達はイギリスに配

置することになる｡マギー自身､自らの｢配置｣とその力を認めている｡

`Ⅰ【Maggie]'mbyamiracleofarrangementnotatluncheonwithfatherathome.I

uveinthemidstofmiraclesofarrangement,halfofwhichIadmita陀myOWn.'(II,

110)

このような物理的な配置と人間関係の配置の対応時､この小説の始めから一貫し

ている問題であった｡そもそもarrangedmarriageであったことが強調されるマギーと

アメリーゴの結婚から始まるこの小説は､この一つのarrangementによって今までの

人間関係に変化がうまれる｡そこでアダムとシャーロットのⅢangedmaⅡhgeが計

画され､このamngementはまた新たな人間関係を?くることになるのである｡

さて､小説後半､一手に皿n辞mentを引き受けたマギーは､何をしたかったのか｡

そもそもarrangement｢配置｣という単語が｢形をつくること｣とは切り放せない関

係にあるように､彼女がやりたかったことはIiberalfbrmを作ること､と表されてい

る｡

【B]uttheylikedtothink theyhad giventheirlifethisunusualextensionandthis

liberalfbrm,Whichmanyfamilies,manyCOuples,andstillmoremanypalrSOfcouples

WOuldn'thavefbundworkable･(GBII,5-6).

一体Iiberalfbrmとは何だったのかは後述するとして､配置以外に彼女がその実現
の為に行うたことは｢いわないこと｣や｢隠すこと(嘘)｣や｢回避すること｣で

あった｡例えば彼女は徹底的に｢姦通｣という言葉を口に出さないし､それを知っ
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ていることさえも隠そうとする｡シャーロットから責めたてられても｢逃げたり｣

｢だまったり｣することで､結局彼女に全てを決定させたことにして､自分の意志

を実現することになる｡これらの行為は一義的には.｢曖昧｣を生じさせるものと考

えられる｡言わなかったり1隠したりすることで､｢事実｣というものを曖昧にし

てしまうととになるのだが､それはまた｢事実｣というものを唯一の存在にしない

方法であることとも考えられる｡嘘を例にとれば､言ってしまうことで事象が一つ

になってしまうことを避け､事象に一対一の対応ではなく､一対二以上(一対多)

の関係を生じさせる機能があると考えられるのだ｡

ここで私達は､彼女がIiberalfbrm完成の為にとった手段が､ヘンリー｡ジェイム

ズがこの作品を措くためにとった手段と一致していることに気づくのである｡

2 ヘンリー･ジェイムズのしたこと

肝心なことがらの手がかりは登場人物間の対話によって得られるこの小説は､奥

歯にもののはさまったような登場人物同士のつかみどころのない会話を丹念に追っ

ていかなければならないのだが､さらに頻出するeverytbingという言葉によって､そ

の作業は困難を極めることになる｡Everythingによって､文法的には完全でも意味の

上では不完全な文章ができてしまうことがわかる｡多くの批評家たちはすでにこれ

らが何を表すのか｢解釈｣.してきた｡例えばアメリーゴとシャーロットが姦通を犯

す直前の台詞を例にとってみよう｡

`Tbesedays,yeSterday,lastnight,thismomlng,Ⅰ'vewantedeverything.'

`Yousha11haveeverything.,(GBI,-363)

この場面におけるeverythingはallofyouhneと置き換えるのが安当であろう｡しか

し､ここで問題にしたいのは､あえてallofyouhneとは言わないで(ヘンリー･ジェ

イムズが書かないで)､意味を曖昧にとどあておくという行為である｡するとevery一

也ingの共通の機能としてあげられるのは､それらが何らかの具体的な表現の代わり

として用いられているということである｡しかしeverythingという言葉の性質上､何

らかの事象や意味に置き換えることは不可能であり､文章それ自体の意味は曖昧に

なる｡Everythingはnothingと同じことになってしまうのである｡マギーとアシンガム

夫人の以下の会話は､eVerythingとnothingが同じ機能を持つことを端的に表現してい

る｡

`Thennothing,thateveningoftheEmbassydinner,paSSedbetweenyou[Maggieand

Amedgo】?'

`Onthecontraryeverything･PaSSed.,

`Every也ing-'

`Everything･'(GBII,215)
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頻出するeverytbhgとpo他山gという二つの言葉に共通する機能は｢隠ペい｣するこ

と､そしてそれによって事象に一対多対応を生じさせることである｡つまり何か具

体的な物を指すことを回避して､｢全て｣とか｢何でもない｣といってしまうこと

で､事象をそれ自体として成立させることを回避するのである｡さらにつけ加える

ならsometbingという言葉もこの小説中岡じように肝心な所に現れている｡ヘン

リー･ジェイムズは何か具体的なことをさすことを回避して釦metbhgを用いている

のである｡通常弧metbhgは何か感知できるけれども､名状しがたい事物を表す場合

に用いられるのだが､姦通を知ったマギーは､あえて`Somethingverystrangehashap-

pened.,(GBII,154)とアシンガム夫人に語り､｢姦通｣という言葉を口に出さないこ
とを選ぶ｡つまりわざと具体的な事象(･事実)を回避し､泌met址gということでそ

の事実を隠ペいするのである｡このようなこの｢隠ペい｣が文章を､そして小説全

体を曖昧にすることは､明かだが､それはまたeverythinghomethingが､解釈の多様

性､すなわち一対多対応の世界を生じさせる原因にもなっていることを表している｡

なぜならeverythingh;Omethingという表現が出てくる度に､我々は小説で語られてい

ることと､そこでは語られていないけれど存在していること､を同時に意識するこ

とになるからである｡

このような｢言わない｣ことによって､｢いわないけれど存在している世界｣･を

意識させる手法は､批評家によって既に指摘されているヘンリー･ジェイムズの特

徴的文体｢否定文｣あるいは｢準否定文｣をも説明すると思われる｡4 例えば

｢男｣と言わず､｢女ではない｣ということで､対応する選択肢を残す､ないしは

｢女｣というものを引き合いに出すことで｢そうではない｣世界を意識させるとい

う手法をとるのである｡これもまた一対多対応を補強する｡そして｢-ではない｣

と｢-｣というものを引き合いに出して論じるヘンリー･ジェイムズの否定は彼の

｢比較｣にもつながるのである｡

この小説で繰り返し用いられる表現方法に｢比較｣がある｡小説冒頭アメリーゴ

は､以下のように描写される｡

【H]ewas oneoftheModernRomanswhofindbytheThamesa moreconvincing

imageofthetruthoftheancientstatethananythey haveleftbytheTiber･･･he

recognizedinthepresentLendonmuchmorethanincontemporary Romethereal

dimensionsofsuchacase･(GBI,3)

このほかにも比較級を用いた比較表現は頻出するのだが､さらに具体的に比較の

対象は書かないけれど､何かと比べていると思われる表現方法がある｡それは､

comparatively,Oddly,Strangely,meaSurably,PerVerSelyといった語の頻繁な使用である｡

これらは､語り手が描写するときに用いる言葉たが､本来は何か比べる対象があっ

て初めて存在し得る単語なので､この単語が含まれる文章は､具体的に何と比べて
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いるかはわからないままであっても､語り手が小説の場とは異なる世界の物差しを

用いて､｢何か語り手の頭の中に措いている世界｣と比較して､｢小説内事件｣を

語っていると思われる｡つまり比較はマギー達の物語がマギー達の世界の中だけで

とどまることなく､それとは別の世界と相対化されて語られていることを示唆する｡

するとマギー達の世界と､それとは異なる語り手の世界という二つの世界がこの小

説に内在していることが確認できるのである｡ここでもまたヘンリー･ジェイムズ

が一つの小説に二つの世界を対応させていることがわかる｡

さらに､eVerytb血釘弧metbhgや比較を合わせたような表現として､ヘンリー･ジェ

イムズお得意の比喩に注目しなければならないだろう｡Asifの多用はいつも取り上

げられる問題であるが､一つの事物や一人の人間に全く別の物を対応させて措くヘ

ンリー･ジェイムズの文体は､一対多の世界を作る一端を担っている｡

こうして見てみるマギーが彼女の世界を造るために用いた方法は､ヘンリー･ジェ

イムズが小説を措くために用いた方法と同じ結果をもたらすことになる｡

3 マギーとヘンリー･ジェイムズがしたこと

=リベラル･フォーム ′

マギーがやろうとしたことは､リベラルフォームを完成させることであると措か

れていることは既に述べた｡結局彼女は自分の｢やりたいようにやった｣と措かれ

ているのだから､父親とシャーロットを､シャーロットの｢意志｣でアメリカに渡

らせ､自らはアメリーゴと家族を作ることとなるこの小説のエンディングは彼女の

1iberalfbrmの完成を意味するだろう｡

AndthetruthofithadwiththisforceaReramomentso･Strangelylightedhiseyes

thatasfbrpityanddreadofthemsheburiedherowninhisbreast.(GBII,370)

小説終わりの場面で望み通りアメリーゴの胸に抱かれた彼女が､｢僕は君以外何

も見えないよ｣という彼の言葉を聞いて､彼女は｢哀れ｣でもあり｢恐ろしく｣も

なって､自分の目を彼の胸に埋めることになる｡この｢哀れ｣でもあり｢恐ろしく｣

もあるという殆ど矛盾相対するものが同時に存在するマギーの心情は､彼女が目指

していたIiberalfbrmそのものの性質によって避け難く決定されたと考えられる｡そ

もそもIiberalformとはそれ自体非常に矛盾をはらんだ言葉である｡リベラルであれ

ば､フォームは形成できないだろうし､フォームを作るためにはリベラルでは有り

得ないであろう｡

マギーらにとってbm｢形式｣とは､繰り返し小説中で用いられる言葉､血e,mle

に隠されている｢世間｣や｢社会｣の制約を意味する｡5 その形式を守りつつ､さ

きはどのべたようなやり方でマギーは｢選択肢｣を作る努力をする｡それは周りの

人間が■｢選択肢｣から選び取る自由を享受するためである｡彼女の隠ペいや回避も

｢選択肢｣(それは一対多の関係を生じさせる､ということと同義なのだが)を生
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み出す為の努力であり､その結果彼女の周囲の人間に｢自由｣を与えようとするわ

けである｡

だが､それはあくまセも制約という枠組みの中での｢自由｣であり､所詮幻影に

過ぎないという気さえする｡この疑問の解答をr使者たちjのストレイザーのあの

有名な台詞に見出せはしないだろうか｡

`TheaffhiトImeantheaffairoflife<Ouldn,t,nOdoubt,havebeendifftrentforme;

forit,satthebestatinmould,eitherflutedandembossed,Withomamentalexcrescences,

Orelsesmoothanddreadfullyplain,intowhich,ahelplessjelly,One,sconsciousness
ispoured-SOthatone`takes,thefbrm,aSthegreatcooksays,andismoreorless

COmPaCtlyheld byit:Onelivesin'丘neas onecan.Sti11,Onehasthei11usionof

freedom;therefbre,don,tbe,likeme,Withoutthememoryofthatillusion…Live!,6

ストレイザーは､人生を｢ブリキの鋳型｣になぞらえそこに人間の意識という｢ゼ

リー｣が流し込まれると表現し､型があるから人生は所詮分相応と決まっているけ

れども､自由であるという｢幻影｣を持たなくてはいけない､それこそが生きるこ

とだと訴えている｡ここでストレイザーの台詞として用いられている言葉はF黄金

の杯jでも共通である｡7っまり幻影を作ることそれ自体が自由を生じさせ､その自

由を味わうことこそが生きることである､というストレイザーの主張は､そのまま

マギーがこの作品で実践したことだと考えられるわけである｡

マギーの世界を造っているこの｢自由｣と｢形式｣というタームは､実は｢小説

の唯一の存在理由は人生の再現にある｣と生きることと小説創作を一連に捉えてい

たヘンリー･ジェイムズが､小説作法について論じると･きに頻繁に用いている表現

である｡そしてヘンリー･ジェイムズもまた､マギーと同様､この二つの相対する

世界の矛盾を乗り越えようとしたと思われるこ

マギーが常に｢社会｣の目といった制約(という形式)を引き受けながら､自由

と生きることを実践しようとしていることは既に確認したが､一方ジェイムズにとっ

ても､｢形式｣とは小説から切り放せないものだと考えていることもわかる｡

Thestoryandthenovel,theideaandtheformaretheneedleandthread,andInever

heardofaguildoftailorswhorecommendedtheuseofthethreadwithouttheneedle,

αtheneedlewithoutthethread.8

それでは､最も自由であることと､整った形式を持つことは､矛盾しないのだろ

うか｡つまり､美しい形式､たとえば韻律を持った詩は必然的に限られた言語の中

から詩を生み出すことを余儀なくされるであろう｡同様に､ヘンリー･ジェイムズ

が形式にとだわれば､彼の書くことに制限はうまれないのだろうか｡例えば､この

小説は非常に整った形式を持っている｡ほぼ同じ質量をもつプリンスとプリンセス
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という一対の2部から構成され､しかもそれぞれのパートはこれまた由じ様な長さ

の3章に別れている｡この形式を守るためにヘンリー･ジェイムズはある自由を制

限されたと考える方が安当である｡しかし彼は｢自由｣な｢形式｣を主張する｡そ

れは⊥体何なのか｡

そこでヘンリー･ジェイムズの小説論から｢自由｣について論じている部分を考

察してみよう｡

Itappearstomethatnoonecanneverhavemadeaseriouslyartisticattemptwithout

becomlngCOnSCiousofanimmenseincrease-akindofrevelation_州ffreedom.One

perceivesinthatcase‥･thattheprovinceofartisalllift,allfteling,a1lobservation,

allvision･‥allexperience･9

Ⅰ■Shouldremindhim[theyoungnovelist】血stofthemagni丘cenceoftheform[the

novel】thatisopentohim,Whichofftrstosightsoftwrestrictionsandsuchinnumerable

OpPOrtunities･Theotherarts,incomparison,apPearCOnfinedaJldhampered･10

T出sfreedom[offiction]isasplendidprivilege‥･Alllifebelongstoyou【young

novelists].11

こうしてみるとヘンリー･ジェイムズは小説ほど｢自由｣な芸術は無いと考えて

いることがわかる｡ヘンリー･ジェイムズによれば｢自由｣とは｢制限がなくて数

え切れない選択肢があること｣となる0さらに｢制限がなくて数え切れない選択肢

がある自由｣と｢想像力｣そしてそこから生じる｢小説･芸術｣はヘンリー.ジェ

イムズの中で一連のものであることもわかる｡さらにそれは｢生きること｣とも同

義として語られている｡

この論を楠強する例として､ヘンリー･ジェイムズお得意の芸術家を主人公にし.

た作品の一節をひいてみたい0`neRealning,｢ほんもの｣というタイトルを持つ

この短編は､｢真実｣すなわち｢現象の一元化｣の不確かさを措いた作品である｡

この作品で広中心人物である画家が､モデルを選ぶにあた◆り､貴婦人を措くには
貴婦人ではなく､はすっばな町娘のほうがよいことに気づく､ということが話しの

大筋になっているのだが､ここでは｢選択｣がなくて｢同一｣であることは､芸術

を生み出せなくなることが､はっきりと措かれている｡

Combinedwiththiswasanotherperversity-aninnatepreferencefbrtherepresented

SuqeCtOVertherealone･Ilikedthingsthatappeafed;thenonewassure.Whether

theywere[real]ornotwasasubordinateandalmostalwaysaprofitlessquestion.(317-

8)12



ト
Her丘gurehadnovarietyofexpression-Sheherselfhadnosenseofvariety･You

maysaythatthisw争Smybusiness,WaSOnlyaquestionofplacingher･Iplacedherin

everyconceivableposition,butshemanagedtoobliteratetheirdifftrence･Shewas

alwaysaladycertainly,andintothebargamwa亨alwaysthesamelady･Shewasthe

realthing,butalwaysthesamething.(326)

本論ではすでに､この作品の｢前書き｣でヘンリー･ジェイムズが自分の取った

手法(形式)を評して､｢多様性｣や｢量り知れなさ｣を生じさせるについに至っ

たと述べていることに注目した｡つまり､この作品はヘンリー･ジェイムズにとっ

てようやく｢自由｣な｢形式｣が両立したと考えられないか｡

それでもまだ､｢多様性｣や｢量り知れなさ｣といった､本論では一対多対応と

呼んでいる現象が､何をもたらすのか明白ではない｡その手がかりとして､再び｢ほ

んもの｣を引用してみよう｡

Whenitcameoverme,thelatenteloquenceofwhatthey[anoblecouple]weredoing,

rIconftssthatmydrawlngWaSblurredfbramoment-thepictureswam･‥Tbeyhad

bowedtheirheadsinbewildermenttOtheperverseandcruellawinvirtueofwhich

therealthingcouldbesomuchlesspreciousthantheunreal･･･IfmyservantSWere

mymodels,mymOdelsmightbemyservants.Tbeywouldreversetheparts.(345)

この作品は最終的に貴婦人がお茶汲みをし､本来は召使いである町娘が貴婦人と

して画家の前に座ることになる｡本物は偽物であり､偽物は本物である､という逆

転が一対多対応から生じていることは､ヘンリー･ジェイムズにおける｢自由｣と

芸術を考える上で大切な問題であろう｡実際､F黄金の杯jでもマギーが一対多対

応の世界を造ることによって､<本物>と<偽物>の逆転は起こりうるのだ｡例え

ば以下の3つの台詞は誰が誰にいったものだろうか｡

`Letmeadmitit-Iamse岨sh.Iplacemyhusband血st.'(GBII,317)

`HowIseethatyouloathedourmarriage!'(GBII,317)

`Yourecognisethenthatyou'vefailed?'(GBII,317)

一見すれば､これらのセリフはマギーがシャーロットにいったものであると思わ
れる､しかし実際は､小説終わり間近にシャーロットがマギーに言い放つセリフで

ある｡つまり､この作品内に､すでにシャーロットの語る形式上の表の世界と､マ

ギーの真の世界が同時に存在し､しかもその価値は逆転していることが確認できる

わけである｡こうして考えると､一対多対応の世界は､虚構と真実との区別を曖昧
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にする世界でもある｡それこそが､ヘンリー･ジェイムズの小説の目指すところで

あったと考えられる｡

4 ｢自由な形式｣と｢生きること｣

ヘンリー･ジェイムズが小説が｢自由｣である､といったのは書き手として小説

は何でも措けることを指していると同時に､読み手として小説から享受する｢想像

力｣や解釈の多様性を指すとも考えられる｡

CouldIbutmakemymedalhangfree,itsobverseanditsreverse,itsfacespectator･13

The house of丘ction hasin short not onewindow,but a million-a number of

POSSiblewindowsnottobereckoned,rather;eVeryOneOfwhichhasbeenplerCed,Or

isstillpierceable,initsvastfront,bytheneedoftheindividualvisionandbythe

PreSSureOftheindividualwill.14

つまり､ヘンリー･ジェイムズの目指したものは､読者によってコインの表裏の

ように全く違った面が一つの小説に内在することだと考えられるわけである｡マギー
の目指した1iberalfbrm同様､彼の目指した小説世界も本質的に相対的なものが同時

に存在することになる｡そう考えるなら､彼が成し遂げようとしたことはこの小説

で見事に完成しているとはいえないか｡形式的にはアメリーゴの視点から措かれた

BOOKl〝rinceと､マギーの視点から措かれたBOOK2/Princessという相対する世界

を一らの小説世界とし､そこから生まれたこの芸術作品は今日まで相対する解釈を

常に我々に要求するのだから｡ついにヘンリー･ジェイムズは自らの創作の目指す

ものをマギーの生きる姿で表現し､完成させたのだから｡そしてさらに彼の小説を

読む者もまた､｢想像力という自由｣=｢生きること｣を味わうことになるのだか

ら｡

本論の結びとして､この小説のタイトルでもあり､小説内でも重要な役割を果た

すthegoldenbowi｢黄金の杯｣に触れておきたいとおもう｡このタイトルが｢伝道の

書｣の有名な一節から取られたのではないかということは､既に指摘されているが､

もう一度｢伝道の書｣を読み直してみると､驚くほど本論が扱って`きたヘンリー･

ジェイムズの小説にまつわる問題と一致するのである｡この｢伝道の書｣は､伝道

者すなわち｢知を伝えるもの｣の言葉からなっているのが特徴であり､｢知を得る

ことと､それによる混乱や苦しみ｣が主として措かれている｡そして｢あなたの若

い日にあなたの造り主を覚えよ｡悪しき日がきたり､年がよって私には何の楽しみ

もないというようにならない前に‥･その日になると､金の皿は砕け｣てしまう

から､と｢金の皿｣也egoldenbowlイコール生きることと知ることの比喩として語

られている｡



･l'.77この小説に現れる｢黄金の杯｣は､表面が金で､キズひとつないピカピカ光る黄

金の杯が､実はキズの入った水晶の杯である｡この象徴的な設定は､今日までさま

ざまな批評の格好の材料となってきた｡あえて本論に従ってこれを解釈するのなら､

真実を嘘で隠ペいしようとすることが､一対二以上対応をもたらすことになるよう

に､キズつきの水晶と金の杯は一対二以上対応の象徴でもある｡しかしそれが金の
杯のままであっては､だれもその対応がわからない(無知の状態)｡しかしこの杯

が割れた時､初めて一対二以上対応の世界に気づくことになる(知に目覚めた状

態)｡この小説でマギーが杯が割れる場面を境に｢一対二以上対応の世界｣を引き

受け､自ら作っていこうとしたという事実を考えれば､この推論は補強されるだろ

う｡

さて､それではどうして杯は｢きれいに三つにわかれ､押さえていないとバラバ

ラになってしまう｣のか｡一対二以上対応の象徴である杯は､すなわちこの小説自

体を象徴するものでもある｡杯が割れる､すなわち無知から知に目覚めることで､

この小説の解釈が生じるが､しかしその多用な解釈はどれもこの一つの小説世界の

断片にすぎないこと､そしてその世界はそれらの断片が集まらなければ成立し得な

いことを意味しているのではないだろうか｡
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